
10月 沿岸定線海洋観沢J結果

平成 18年 10月 11日

岩手県水産技術センタ
ー

TEL i 0193 26 7915

Frじ《:0193267920

Emall:CE00120prettiwate ip

本 県沿岸 で鉛 直混合 が進行

1 水 温分布 (図1)

1)本 県沿岸 10海里以内の表面水温は、19～22℃台であり、前月より5℃低め～31~

高めとなつている。また、前年 と比べると、1℃低め～4℃高めとなっている。

2)5℃ 以下の親潮系冷水は、100m深 では、黒埼沖合 30～40海 里付近と、 ト ドヶ埼

沖合 30～70海 里から尾埼沖合 30～70海 里付近に分布 している。なお、前年の同

水常は、100m深 では黒埼沖合 50海 里と 70海 里、 ト ドヶ埼沖合 50海 里に分布

していた,

3)20℃ 以上の暖水は、県南部 10海里以内と、椿島沖合 30～50海里に分布 している。

なお前年の同水帯1よ、椿島定線の距岸 50海 里以内に分布 していたこ

2 平 年偏差 (図2)

1) 表 面水温は、県北部沖合 30～40海 里で 1℃程度高め、県南部の距岸 10海 里以

内で 2℃程度高めのほかは概ね平年並となつている。

2) 100m深 水温は、東経 142920/以 東で 1～5℃程度低めのほかは平年並となっ

ている.

3 水 温の鉛直分布 (図3)

1)本 県沿岸 10海 里以内は、黒埼定線、 ト ドヶ埼定線で 3～19℃台、尾埼定線で 2

～191~台、椿島定線で 7～22℃台となっている。

2)5℃ 以下の親潮系冷水は、黒埼定練、 ト ドヶ埼定線では距岸 25海 里以内で概ね

150m以 深に、距岸 25海 里以遠では概ね 100m以 深に、尾埼定線では距岸 30海

里以内では概ね 200m以 深に、距岸 30海 里以遠では 100m以 深に、椿島定線で

は距岸 25海 里以内では 250m以 深に、極岸 25～50海 里では概ね 200m以 深に、

距岸 70海 里では 100111以深にそ,■ぞれ分有している。

3)15℃ 以上の暖水は、黒埼、 ト ドヶ埼、尾埼定線では概ね 50m以 技に、椿島定線

では 50～75111以浅に分布 している.

4)本 県沿岸 10海里以内では沖合よりも鉛直混合が進行 している.
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